
市
で
は
、
第
5
次
総
合
振
興
計
画

の
基
本
構
想
の
一
つ
と
し
て
「
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

を
つ
く
る
」
こ
と
を
掲
げ
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
明
る
い
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
各
種
人
権
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
24
年
3
月
に
は「
〜
い
き
い
き
・

ふ
れ
あ
い
・
ぬ
く
も
り
〜
共
に
学
び
、

共
に
働
き
、
共
に
生
き
、
参
加
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
像
と
す
る
行

田
市
障
が
い
者
計
画
を
策
定
し
、
各

種
障
害
者
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
車
椅
子
で
の

乗
車
や
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否

さ
れ
る
事
案
が
発
生
す
る
な
ど
、
障

害
の
あ
る
方
に
対
す
る
理
解
や
配
慮

は
、
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
障
害
の
あ
る
方
の
自
立

と
社
会
参
加
が
阻
ま
れ
て
お
り
、
共

生
社
会
は
十
分
に
実
現
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
25
年
6
月
に
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
平
成
28
年

4
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
法
律
は
、障
害
を
理
由
と
す
る「
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
「
合
理

的
配
慮
の
不
提
供
」
を
禁
止
す
る
な

ど
、
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
障
害
の

あ
る
方
も
な
い
方
も
共
に
生
き
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。今

後
も
市
で
は
、
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
し
て

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

差
別
の
解
消
に
向
け
て

「障害者週間」は、国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解
を深めるとともに、障害者が社会・経済・文化などあらゆる分野の活動
に積極的に参加する意欲を高めることを目的として定められました。障
害者の自立および社会参加を実現していくためには、皆さんの理解と協
力が必要です。市民一人ひとりがこの機会に障害者福祉について考え、
障害者に対する関心と理解を深めましょう。

こんな場面に遭遇したことはありませんか

・一般トイレが混雑していて順番待
　ちの行列ができてい
　るとき

ケース1 サービスエリアのトイレでの出来事

・満員電車に乗り
　込んだとき

ケース2 満員電車での出来事

・合同企業面接会に参加したとき

　こちらが名乗らな
いうちに断られて
しまった。

ケース3 合同企業面接会での出来事

・運動会の徒競走で、車椅子の子が
遅いながらも一生懸命走っている
とき

ケース4 運動会での出来事

どういうことが差別なのか、なぜ差別は起きるのか、差別をなくす方法はないの
かなど、障害のある人の気持ちになって考えてみましょう。

12
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
は
障
害
者
週
間
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
（
内
線
2
6
5
）
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障
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間

障
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障
害
者
週
間

障
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週
間

障
害
者
週
間

障
害
者
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間

障
害
者
週
間
で
す
で
す
で
す
で
す

「
障
害
」や「
障
害
の
あ
る
人
」に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
心
・
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

行田市いきいき・元気サポー
ターとは、高齢者などが日常生
活で生じる困り事に対し、でき
る範囲で手を差し伸べてサポー
トする有償ボランティアです。
あなたも地域の一員として活動しませんか。
▶応募資格　市内在住でボランティア活動に理解と
意欲のある20歳以上の方

▶活動内容　見守り、片付け、洗濯、買い物支援など
　※活動する日時は、支援を希望する方と調整の上、
　決定します。

▶謝　　礼　1時間500円（行田商店共通商品券で
の支払い）

▶応募方法　高齢者福祉課で配布している登録申請
書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、同課ま
たは行田市社会福祉協議会に直接
提出してください。

▶問い合わせ　同課地域支援担当（内線
278）

教育文化センターみらい内にある福祉の店
「きゃんばす」は、平成25年4月にオープンし
て以来、多くの方に愛され、開店から1年半を
迎えました。
店内にはアクセサリーや小物、パンやクッ
キーなどの焼き菓子といった商品を幅広く取り
そろえています。また、新たに「きゃんばす」オ
リジナルグッズ（Tシャツ、フェイスタオル）も
ラインナップに加わりました。
障害のある方の社会参加の場として、活動の
成果が大きな励みにもなっていますので、ぜひ
ご利用ください。
▶営業時間　火～金曜日（祝日を除く）の午前11
時～午後3時
▶そ の 他　「福祉の店」ボランティアを募集し
ています。
▶問い合わせ　福祉の店運営委員会事務局(かが
やき共同作業所内）☎559―1034 【FAX】55
9―2424

教育文化センターみらい内にある福祉の店

福祉の店「きゃんばす」
をご利用ください

行田市いきいき・元気サ
ポーターになりませんか

より こ
栗原賴子さんが彩の国
健康鉄人に認定されました

障がい者無料
法律相談110番

県では、「健康長寿埼玉プロジェクト」に取り組ん
でおり、県内在住の心身共に健康な80歳以上の方
で、地域活動、運動（スポーツ）、文化芸能活動など
で顕著な活躍をしている方を「彩の国健康鉄人」とし
て認定しています。このたび、佐間公民館の気功太
極拳クラブで活動している栗原賴子さん（向町）が
「彩の国健康鉄人」に認定されました。
10月24日、知事公館で行われた「彩の国健康鉄

人認定式」において、栗原さんは上田県知事をはじ
め認定者の前で太極拳を披露。「緊張しましたが、
ポーズを決められて良かったです。これからも太極
拳を続けて、いつまでも元気でいたいです」とにっ
こりと笑いながら、受賞の喜びを語っていました。

▶問い合わせ　保健センター健康づくり支援担当（市
役所内・内線378）

彩の国健康鉄人に
認定された栗原さ
ん。左は上田知事

埼玉弁護士会では、障害者週間に合わせて、
弁護士が障害者の法律相談に電話やFAXで答
える「障がい者無料法律相談110番」を実施し
ます。

　本人はもちろん家族の方、
関係者などどなたでも相談
できます。また、相談内容
は秘密にしますので、お気
軽にご相談ください。

▶日　　時　12月9日㈫午前10時～午後3時
▶電話番号　048―862―1115
▶FAX番号　048―862―1118
▶そ の 他　事前申し込み不要
▶問い合わせ　同会法律相談センター☎048―
　　　　　710―5666

つえを持っていれ
ば、空いている障
害者トイレを利用
できるね。

わが社は、車椅子
の方はちょっと…

次から次へとスター
ターピストルを鳴らし、
後から走ってきた子に
何度も抜かされた。

こんな混雑してい
るときに、乗って
こないでよ。
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